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研究成果概要 

 本研究では、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用し、生体分子情報

データベースおよびバイオインフォマティクス技術の開発に取り組み、その成果をゲノムネット

（http://www.genome.jp/）として広く公開している。平成 28年度は、平成 27年度に公開した改

良版 MAPLE（メタゲノム機能評価ツール） [4]に更なる改良を加え、機能アノテーションに使

用するホモロジー検索として、BLAST より高速な GHOST を利用できるようにした。また、プロ

テオームデータのレポジトリとなる jPOSTrepo を開発し、5 月に公開した[2]。jPOSTrepo は、プ

ロテオームデータベースのコンソーシアムである ProteomeXchange に、アジア・オセアニア地

域から初めて加入したデータベースであり、2017年 2月現在で既に 174プロジェクトのデータ

セット（2.9TB）が登録され、対象生物種は 20 種にのぼる。その他、引き続き Virus-Host 

Database [5]、オーソログクラスタ DB OC、アミノ酸指標 DB AAindexを更新するとともに、ゲノ

ムネットのデータベースを利用した解析を行った [1,3]。 
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